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ポンプ用“輸血”セットとポンプ用“輸液”セットの包装酷似性とその取り違え
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当院では，小児症例や術後の輸液管理時に用いるポ
ンプ用輸血セットとして「テルフュージョンポンプ用
輸血セット（DEHPフリー）」（テルモ社製）を，ポンプ
用輸液セットとして「テルフュージョンポンプ用輸液
セット（PVCフリー/DEHPフリー）」を採用している．
図に示すように両セットは，外装デザイン・色調が酷
似しており，取り違えの原因となる可能性がある．
当院にて，ポンプ用“輸液”セットを用いて輸血を
実施したインシデントが，2015 年 8 月～2015 年 11 月
の 4カ月間で 3件発生した．輸血セットには，フィブ
リン塊や凝集塊（macro/micro aggregate）を除去する
濾過フィルター（開口径：175～210μm）が接続されて
いるが，輸液セットの異物除去フィルターは更に微細
で（開口径：40μm），血球が通過し難く，ルート閉塞な
らびに加圧による溶血の原因となり得る．
輸血セットの取り違えは輸血実施担当者の不注意，

確認不足が原因であるが，両セットの酷似性を考慮し，
輸血療法委員会を通じて各病棟，各診療科に注意喚起
すると共に，テルモ社に外装・外観変更の申し入れを
行った．外観変更が実施されるまでの応急的対策とし
て，病棟における両セットの設置箇所を可能な限り分
離したうえ，明確な表示を行い，当該インシデントの
再発防止に努めている（図）．
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